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山梨県中小企業団体中央会機関誌

　2
月
5
〜
9
日
に
か
け
て
県
内
3
カ
所
の
農

務
事
務
所
で
開
催
し
た
6
次
産
業
化
セ
ミ
ナ
ー

と
個
別
相
談
会
に
は
、県
内
各
地
域
の
農
林
漁

業
者
等
だ
け
で
な
く
J
A
関
係
者
や
商
工
業
に

携
わ
る
事
業
者
も
参
加
し
た
。

　セ
ミ
ナ
ー
で
は
、6
次
産
業
化
事
業
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
は
加
工
品
を
作
っ
て
か
ら
売
り

先
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、ま
ず
、タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
決
め
て
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
加
工
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、6
次
産
業

化
の
推
進
な
ど

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
た
め
に

は
、部
門
毎
の
担

当
者
を
決
め
、そ

れ
ぞ
れ
が
責
任
を

持
っ
て
取
り
組

み
、ト
ッ
プ
が
決

断
を
す
る
と
い
う

組
織
作
り
が
必

要
で
あ
る
と
い
う

説
明
が
あ
り
、参

加
者
は
共
通
認

識
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
。

　相
談
会
で
は
、

個
人
経
営
の
限

界
と
法
人
化
の

タ
イ
ミ
ン
グ
、ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
な
手
順
で

進
め
れ
ば
い
い
の
か
、さ
ら
に
、食
品
加

工
、衛
生
管
理
、パッ
ケ
ー
ジ
な
ど
に
つ

い
て
多
様
な
相
談
が
あ
っ
た
。

　2
月
13
日
に
開
催
し
た
人
材
育
成

研
修
会
は
、施
策
説
明
と
講
演
会
の
2

部
構
成
で
行
い
、施
策
説
明
で
は
、山

梨
県
農
政
部
果
樹
食
品
流
通
課
か

ら
、平
成
27
年
度
6
次
産
業
化
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
交
付
金
の
予
算
概
要
説

明
が
あ
り
、続
い
て
関
東
農
政
局
甲
府

地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
、農
林
漁
業
成
長

産
業
化
フ
ァ
ン
ド
の
概
要
説
明
が
行
わ

れ
た
。

　講
演
会
は
、最
初
に
、茨
城
県
で
農

産
物
直
売
所
を
中
心
に
関
連
施
設
を

展
開
し
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
ど
き
ど
き
」を
核
に
し
た
6

次
産
業
化
の
成
功
事
例
に
つ
い
て
、全
農
茨
城

県
本
部
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
事
業
部
部
長
小
泉

孝
光
氏
よ
り
説
明
が
さ
れ
た
。こ
の
取
り
組
み

は
、市
場
流
通
を
第一に
考
え
て
い
る
J
A
が
消

費
者
に
直
接
農
産
物
を
提
供
す
る
市
場
外
流

通
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
造
を
行
う
と
い

う
も
の
で
、J
A
の
行
う
画
期
的
な
挑
戦
と
し

て
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。直
売
所
の

運
営
を
8
人
で
始
め
、現
在
は
、食
材
提
供
施

設
と
し
て
の
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
、農
業
交
流
施
設

と
し
て
の
体
験
農
場
の
運
営
へ
と
発
展
さ
せ
た

が
、こ
れ
ら
の
施
設
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、常
に
新
し
い
仕
掛
け
を
行
い
、消
費

者
を
飽
き
さ
せ
な

い
仕
組
み
作
り
を

行
って
い
る
。

　続
い
て
、㈱
ぐ
る

な
び
の
山
崎
啓
輔

氏
が
「
や
さ
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

飲
食
店
か
ら
み
る

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
っ
た
。6
次
産
業

化
成
功
の
鍵
と
し

て
、生
き
残
っ
た
企
業
の
共
通
点
は
出
口（
売
り

先
）と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
って
い
る
こ
と
で
あ
り
、

ま
ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
定
め
、商
品
の

差
別
化
を
行
い
、明
確
に
商
品・サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。ま
た
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、よ
り
高
い
値
段
で
、よ
り
多

く
、売
れ
続
け
る
、仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
も
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、差
別

化
、新
規
顧
客・リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
が
必
要
で

あ
り
、常
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル（
有
料
、無
料
、口
コ

ミ
の
ミ
ッ
ク
ス
）に
よ
り
、刷
り
込
み
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

　消
費
者
の
嗜
好
が
多
様
化
す
る
中
、食
物
に

関
す
る
新
商
品
開
発
は
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
や

大
手
流
通
業
者
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
な

ど
と
の
差
別
化
の
競
争
が
激
し
く
な
って
い
る
。

そ
の
中
で
農
林
漁
業
者
だ
け
で
6
次
産
業
化
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、製
品
開
発・ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・流
通
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
も
っ
た
商
工
業
者
と
の
連
携
が
必
要
と

な
って
い
る
。

　今
後
は
、中
央
会
の
強
み
で
あ
る
商
工
業
者

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
農
業
者
と
商

工
業
者
の
W
I
N
W
I
N
の
関
係
を
構
築
す

る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
く
。

講演を行う山崎氏

講演会の様子

今月の見どころ 2月の出来事
●時事
  1日…イスラム日本人人質事件、最悪の結末に
  3日…サッカー日本代表、アギーレ監督解任
●山梨県中央会ニュース
  4日…第3回組合青年部研修会（青年中央会）
  6日…新春講演会及び交流会

（労務改善団体連合会）
13日…新春交流会（事務連絡協議会）
17日…やまなし合同就職説明会2015　

for February
24日…正副会長会議
3月の予定
  2日…中小企業組合まつり出展者会議
  9日…女性部会県大会
22日…第20回中小企業組合まつり

2面

5面

6面

8面

●地方法人税が創設されました

●中小企業の人材定着のために

●学生が経営者に聞きました

●今年の組合まつりは3/22

農
林
漁
業
の
6
次
産
業
化
の
推
進
に
向
け

人
材
育
成
研
修
会
を
開
催

　中
央
会
で
は
、農
林
漁
業
者
等
の
6
次
産
業
化
の
推
進
の
た
め
、県
内
4
カ
所
の

農
務
事
務
所
で
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
相
談
会
を
開
催
し
、そ
の
集
大
成
と
し
て
2
月
13

日
に
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ 

ミ
ラ
ベ
ル
に
お
い
て
山
梨
県
と
共
催
で
人
材
育
成
研

修
会
を
開
催
し
た
。

展示コーナー
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i b u k i

息吹
中小企業の人材確保

　現
在
、文
部
科
学
省
の「
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
教
育
改
善
・
充
実
体
制
整
備
事
業
」（
関
東
山
梨

地
域
大
学
グ
ル
ー
プ
）に
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、山
梨
を
含
む
関
東
地
域
で
産
業
界
の

団
体
・
企
業
等
と
大
学
が
協
力
し
て
、産
業
界
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
新
し
い
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　会
議
で
は
、中
小
企
業
の
支
援
組
織
と
し
て
意
見

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、そ
の
際
に
中
小
企
業
の

人
材
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
詳
細
を
発
表
し
、大
学
等
に
中

小
企
業
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
ま
た
と
な
い
機
会

に
も
な
っ
て
い
る
。

　中
小
企
業
と
学
生
の
間
に
は
、求
人
と
求
職
の
ニ

ー
ズ
が
一
致
し
な
い
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
存
在
し
て
い
る
。

中
小
企
業
に
は
若
い
人
材
の
雇
用
意
欲
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、学
生
の
希
望
す
る
就
職
先
が
圧
倒
的

に
大
企
業
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。国

内
の
就
労
者
の
70
%
は
中
小
企
業
で
働
い
て
お
り
、

国
内
の
労
働
市
場
の
柔
軟
性
と
経
済
基
盤
を
支
え
て

い
る
の
は
中
小
企
業
で
あ
る
実
態
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
原
因
と
し
て
、学
生
側
で

は
就
職
先
を
考
え
る
際
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
商
品
名
で

知
名
度
の
あ
る
企
業
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

と
、中
小
企
業
側
で
は
自
社
の
魅
力
や
働
き
甲
斐
を

明
確
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
上
手
く
で

き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　県
内
に
も
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
、独

自
の
技
術
や
製
品
を
持
ち
、従
業
員
を
大
切
に
し
、地

域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
中
小
企
業
が
た
く
さ
ん
あ

る
。し
か
し
、自
ら
の
魅
力
を
効
果
的
に
学
生
に
伝
達

す
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
た
め
、人
材
確
保
に
苦
労

し
て
い
る
。

　中
央
会
の
役
割
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
高
校
や
大

学
な
ど
の
教
育
機
関
や
学
生
に
地
元
の
優
れ
た
中
小

企
業
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
進
め
、

県
内
の
中
小
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　「経営者保証に関するガイドライン」（以下「ガイドライン」）は、過
度な経営者保証の負担を抑え、経営の健全化を促す為、平成25年12
月、地域経済の屋台骨である中小企業・小規模事業者の革新を推進
する目的により、国の「好循環実現のための経済対策」でも盛り込ま
れた施策のひとつです。
　このガイドラインは、平成26年月以降の融資案件に適用されてお
り、中小企業金融における経営者保証についての在り方、債務の整理
局面における保証債務の整理に関する準則などが定められ、債務
者・保証人及び債権者の良好な信頼関係の構築、強化から、中小企
業の創業、成長・発展、早期の事業再生への着手、円滑な事業承継、
新たな事業の開始など中小企業の取組意欲の増進を図るため、次の
項目が規定されています。

保証契約時等の対応
(1)中小企業が経営者保証を提供することなく資金調達を希望する場
合に必要な経営状況とそれを踏まえた債権者の対応

(2)やむを得ず保証契約を締結する際の保証の必要性等の説明や適切
な保証金額の設定に関する債権者の努力義務

(3)事業承継時等における既存の保証契約の適切な見直し

保証債務の整理の際の対応
(1)経営者の経営責任の在り方
(2)保証人の手元に残す資産の範囲についての考え方
(3)保証債務の一部履行後に残った保証債務の取扱いに関する考え方

　このガイドラインを融資慣行として浸透・定着させるため、金融庁・財務局では、ガイドラインの活用に関する実例を公開しています。
　新たな事業展開や早期の事業再生等の取組の参考として是非一度ご覧下さい。

　平成26年3月31日に公布された「地方法人税法（平成26年法律第11
号）」により地方法人税（国税）が創設されています。
　これは、平成26年10月1日以降に開始する事業年度から、法人税の納税
義務のある法人は全て納税義務者となり、地方法人税確定申告が必要と
なります。
　例えば
　　・平成26年10月1日～平成27年9月30日の事業年度の場合
　　　　　　　　▶次の税務申告から（平成27年に行う税務申告)
　　・4月1日～3月31日の事業年度の場合
　　　　　　　　▶平成27年度の申告から（平成28年に行う税務申告)
　地方法人税の額は、法人税額に4.4%の税率を乗じた金額で、様式はこ
れまでの法人税確定申告書と一体となっています。

　地方法人税が創設されたことに伴い、道府県民法人税割りの税率が原
稿5.0%から3.2%（1.8%引き下げ）、市町村民税法人税割の税率が甲府市
を例とすると14.7%から12.1%（2.6%引き下げ）とされます。
　また、法人事業税は事業協同組合の場合、所得割が400万円以下の所
得(法人税法上の利益の金額）が2.7%から3.4%、400万円を超える所得
金額分は3.6%から4.6%へ、企業組合・協業組合・一般社団法人などは
400万円以下の所得が2.7%から3.4%、400万円を超える所得金額分は
4.0%から5.1%とされ、地方法人特別税がこれまでの所得割において計算
した金額の81%が税額とされたいたものが、43.2%となります。
　法人税、道府県民税及び市町村民税を総合的に見ると、納税額はこれ
までのものとあまり変わることはありませんが、それぞれへの納税額が変
わってきますのであらかじめご注意下さい。

●金融庁ウエブサイト　http://www.fsa.go.jp/　「経営者保証に関するガイドライン」の活用に係る参考事例集について　 をクリック

ご存じですか? 地方法人税（国税）が創設されました。

「経営者保証に関するガイドライン」
  活用事例の公表について

「経営者保証に関するガイドライン」
  活用事例の公表について（お知らせ）
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データから見た業界の動き（平成27年1月分）

平成27年1月平成26年1月

平成27年1月平成26年1月

平成27年1月平成26年1月

業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）

opinion
オ ピ ニ オ ン

減少
22%

不変
32%

増加
46%

減少
32%

不変
58%

増加
10%

減少
20%

不変
62%

増加
18%

減少
20%

不変
72%

増加
8%

減少
24%

不変
56%

増加
20%

減少
26%

不変
72%

増加
2%

●DI値▲22（前年同月比▲46）
●業種別DI値
　製造業 ▲15(前年同月比▲50)
　非製造業 ▲27(前年同月比▲44)
●前月比DI値
　製造業 ±0
　非製造業 4ポイント悪化

●DI値▲12（前年同月比▲10）
●業種別DI値
　製造業 ▲15(前年同月比▲35)
　非製造業 ▲10(前年同月比+7)
●前月比DI値
　製造業 ±0
　非製造業 3ポイント改善

●DI値▲24（前年同月比▲20）
●業種別DI値
　製造業 ▲15(前年同月比▲35)
　非製造業 ▲30(前年同月比▲10)
●前月比DI値
　製造業 20ポイント改善
　非製造業 7ポイント悪化

酒
造
り
へ
の
挑
戦
を
続
け
て

　現
在
、山
梨
県
内
に
は
15
軒
の
酒
蔵
が
あ
り
、古
く
は

3
0
0
年
前
か
ら
酒
造
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　「銘
醸
地
に
名
水
あ
り
」 

と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、山
梨
の

良
質
な
湧
水
を
使
い
杜
氏
の
優
れ
た
技
に
よ
り
風
味
豊
か
な

酒
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　全
国
の
酒
蔵
は
、日
本
酒
出
荷
量
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
昭

和
50
年
に
は
3
，0
0
0
軒
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、今
で
は

半
分
の
1
，5
0
0
軒
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。多
様
化
す

る
消
費
者
の
嗜
好
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
か
ら
清
酒

の
消
費
量
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
を
乗

り
切
る
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
酒
蔵
の
取
り
組
み
に
加
え

て
、業
界
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
も
重
要
な
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
組
合
で
は
、後
継
者
に
技
術
の
伝
承
だ
け
で
な
く

〝
心
〞や〝
人
間
性
〞に
磨
き
を
掛
け
て
酒
造
り
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
と
考
え
、毎
月
の
定
例
会
を
は
じ
め
組
合
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
各
社
の
代
表
者
に
加
え
て
後
継
者

達
に
も
積
極
的
に
出
席
い
た
だ
き
、次
世
代
の
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　次
に
、こ
れ
ま
で
毎
年
県
内
外
で
年
間
20
回
以
上
の
試
飲

会
や
物
産
展
、日
本
食
等
を
堪
能
し
な
が
ら
の
イ
ベ
ン
ト
等

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、更
な
る
需
要
開
拓
の
た
め
に
、平

成
25
年
か
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の
商
談
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

和
食
が
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
も
追
い
風
に
な
り
、県
内
の

日
本
酒
の
輸
出
量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、山
梨
県
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
酒
造
好
適
米
が
な
く
、

こ
れ
ま
で
は
県
外
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
酒
米
種
子
で
酒

づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
酒
造
り
を
考
え
た

時
に
山
梨
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
酒
造
好
適
米
の
開
発
が
必
要
と

考
え
、山
梨
大
学
や
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
を
始

め
て
い
ま
す
。実
用
化
ま
で
に
は
10
年
程
の
時
間
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、次
世
代
の
業
界
発
展
の
た
め
に
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　日
本
酒
造
り
は
日
本
の
風
土
に
根
ざ
し
た
文
化
で
す
。伝

統
の
技
と
良
質
な
素
材
を
大
切
に
し
な
が
ら
失
敗
や
変
化
を

恐
れ
ず
様
々
な
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　昨年は、4月の消費税率引き上げに伴う駆け
込み需要を主な要因として景況感は一時改善
の兆しが感じられたが、消費税の増税に伴う反
動減や円安による原材料の高騰、物価上昇に伴
う消費者マインドの低下から悪化している。
　1年間で15円を超えた円安が進み、原材料を
海外から仕入れ国内で加工や販売する多くの
中小企業は仕入価格や製造コストの上昇分を
価格転嫁できず体力を消耗させている。
　また、建設業を中心に技術労働者等の不足に
よる人件費の増加、工期の遅延等を懸念する報
告も多く寄せられた。
　これから年度末に向かって、原材料や人員の
調達、短納期等による経費負担増など、懸念
材料が山積みだが「群羊を駆って猛虎を攻
む」の如く中小・小規模事業者は知恵を出
し合い、それぞれの強みを生かして景気
の荒波を共同の力で乗り越えて欲しい。

●情報連絡員からの景況報告の概要

 

業
界
か
ら
の
報
告

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）昨
年

度
は
消
費
税
増
税
に
伴
う
駆

け
込
み
需
要
も
あ
っ
た
が
、今

年
度
は
業
務
用
、ギ
フ
ト
関
係

と
も
に
低
調
の
た
め
全
体
の
売

上
は
前
年
同
月
比
86
%
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
昨

年
度
は
消
費
税
増
税
に
伴
う

駆
け
込
み
需
要
や
テ
ー
マ
パ
ー

ク
関
連
の
記
念
商
品
の
受
注
も

あ
っ
た
が
、今
年
は
記
念
商
品

に
代
わ
り
自
社
製
品
の
輸
出
や

冷
凍
ケ
ー
キ
が
好
調
の
た
め
売

上
は
前
年
同
月
比
1
0
8
%
。

●
食
料
品（
菓
子
）／
販
売
先
は

デ
フ
レ
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
材
料
や
資
材
等
は
高
騰
し

利
益
を
出
し
づ
ら
く
厳
し
い
状

況
だ
が
、灯
油
代
が
安
価
に
な

って
い
る
た
め
、収
益
は
現
状
維

持
を
保
って
い
る
。

●
繊
維
･
同
製
品（
ア
パ
レ
ル
）

／
製
品
販
売
関
係
は
特
性
を

活
か
し
順
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、下
請
加
工
関
係
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

●
木
材・木
製
品
製
造
／
昨
年
は

消
費
税
増
税
に
よ
る
駆
け
込
み

需
要
が
多
か
っ
た
た
め
比
較
は

難
し
い
が
、3
割
以
上
売
上
、

収
益
と
も
に
落
ち
て
い
る
。

●
窯
業・土
石（
砂
利
）／
繁
忙
期

に
よ
り
売
上
は
多
少
増
加
。

●
窯
業・土
石（
山
砕
石
）／
燃
料

の
免
税
軽
油
が
3
年
間
延
長

と
な
り
労
働
災
害
保
険
料
率

が
6
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
た
が
、景

気
回
復
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、経
費
の
減
少
が
見
込

め
安
堵
し
て
い
る
。

●一般
機
器
⑴
／
全
体
的
に
不
況

月
が
増
え
て
い
る
。

●
電
気
機
器
／
年
度
末
を
控
え

各
業
界
と
も
予
算
達
成
の
た

め
、一極
集
中
型
の
短
納
期
が
多

発
す
る
見
込
み
。

●
電
気
機
器
／
円
安
を
受
け
原

材
料
の
値
上
げ
要
求
が
増
加
。

逆
に
、製
造
単
価
ア
ッ
プ
を
受

注
先
に
要
求
し
て
い
る
が
認
め

て
も
ら
え
ず
、全
体
的
に
収
益

状
況
が
悪
化
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
①
）／
中
国

人
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
売
り
込
み
が

減
少
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
②
）／
地
金

相
場
が
上
昇
し
て
い
る
た
め
、

販
売
価
格
が
高
騰
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
物
流
減
、購

買
減
に
よ
り
取
扱
商
品
が
常
に

右
肩
下
が
り
。中
国
の
原
料
購

入
が
G
D
P
減
と
と
も
に
落
ち

て
い
る
。

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
消
費
者

の
購
買
力
の
低
下
と
と
も
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

●
小
売（
青
果
）／
量
販
店
の
荷

動
き
は
活
発
だ
が
、小
売
店
は

低
迷
状
態
に
あ
る
。

●
小
売（
食
肉
）／
年
明
け
、消
費

の
落
ち
込
み
が
顕
著
。米
国
西

海
岸
で
の
港
湾
ス
ト
の
影
響
で

豚
肉
を
中
心
に
品
薄
の
た
め
国

産
の
相
場
が
上
が
り
収
益
も
落

ち
込
ん
だ
。

●
小
売（
水
産
物
）／
仕
入
商
品

の
値
上
げ
に
よ
り
給
食
等
の
納

品
時
に
価
格
転
嫁
で
き
ず
、経

営
が
圧
迫
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
。

●
小
売（
自
動
車
）／
新
型
車
の

発
売
に
よ
り
新
車
利
益
率
、収

益
状
況
は
改
善
傾
向
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
昨
年
度

は
、消
費
税
増
税
に
よ
る
駆
け

込
み
需
要
が
あ
っ
た
が
、未
だ
に

反
動
減
に
よ
る
大
幅
な
売
上
減

が
続
き
、太
陽
光
発
電
の
落
ち

込
み
も
著
し
く
、主
要
商
品
全

般
的
に
停
滞
。

●
小
売（
石
油
）／
省
エ
ネ
車
の
急

増
に
よ
り
石
油
製
品
の
重
要
減

が
続
く
中
、厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

●
商
店
街
⑴
／
駐
車
場
利
用
や

新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
が
好
調
。

●
不
動
産
取
引
／
東
京
都
内
の

不
動
産
業
者
か
ら
物
件
の
買
い

取
り
依
頼
が
増
加
。

●
美
容
業
／
低
料
金
の
美
容
室

店
舗
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い

る
た
め
、既
存
店
は
料
金
を
値

下
げ
し
て
い
る
。

●
警
備
業
／
年
度
末
を
控
え
公

共
工
事
に
伴
う
警
備
業
務
の

受
注
量
が
増
加
し
多
忙
を
極

め
て
い
る
が
、警
備
員
の
不
足
に

よ
り
受
注
に
応
じ
ら
れ
ず
売
上

高
の
増
加
に
繋
が
ら
な
い
。

●
建
設
業（
総
合
）／
1
月
の
県

内
公
共
工
事
動
向
は
、件
数
で

18
%
、請
負
金
額
で
3
%
、そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
円
安
に
よ
る

資
材
の
高
騰
や
職
人
の
高
齢

化
、技
術
職
の
不
足
等
、懸
念

材
料
が
多
い
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
あ
る
程
度
の

仕
事
量
は
確
保
し
て
い
る
が
、

県
外
の
物
件
が
多
く
を
占
め
県

内
の
仕
事
量
は
少
な
く
景
気
も

悪
化
し
て
い
る
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／
年

度
末
に
向
け
て
人
手
不
足
に
な

る
。公
共
工
事
関
係
は
4
月
以

降
の
予
定
は
少
な
く
民
間
関

係
の
設
備
投
資
も
ひ
と
段
落

感
が
あ
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
住
宅

建
築
工
事
等
の
民
間
事
業
の

回
復
の
遅
れ
か
ら
、売
上
の
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。公
共

事
業
の
前
倒
し
効
果
も
大
手

企
業
に
と
ど
ま
り
、中
小
企
業

ま
で
は
回
ら
ず
改
善
が
見
ら
れ

な
い
状
況
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
夜
の
利
用

客
が
減
少
し
て
お
り
厳
し
い
経

済
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
燃
料
価
格

が一
時
的
に
値
下
げ
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、荷
主
か
ら
の
運
賃

見
直
し
に
向
け
た
要
請
が
懸
念

さ
れ
る
。し
か
し
、現
在
の
価
格

で
も
業
界
本
来
の
原
価
計
算

上
の
燃
料
価
格
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
高
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を

荷
主
等
に
周
知
徹
底
す
る
必

要
が
あ
る
。

1月分
平成27年

山
梨
県
酒
造
組
合

　

　
　
　
　
　会
長

　北
原 

兵
庫 

氏

　（山
梨
銘
醸
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
社
長
）

山
梨
県
酒
造
組
合

　

　
　
　
　
　会
長

　北
原 

兵
庫 

氏

　（山
梨
銘
醸
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
社
長
）
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山梨県ビルメンテナンス協同組合・一般社団法人山梨県ビルメンテナンス協会

　
山
梨
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合（
北
川
湜
溥
理
事
長
）

で
は一般
社
団
法
人
山
梨
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会（
小
林
脩一

会
長
）と
合
同
で
1
月
28
日（
水
）、甲
府
市
の
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会

館
に
お
い
て
平
成
26
年
度
の「
労
働
安
全
衛
生
大
会
」を
開
催
し

た
。

　
こ
の
大
会
は
、組
合
員
等
の
労
働
衛
生
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、

職
場
に
お
け
る
自
主
的
労
働
衛
生
管
理
活
動
を
通
じ
た
従
業
員

等
の
健
康
確
保
を
目
的
に
、毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
。

　
今
年
の
大
会
で
は
、最
初
に
、山
梨
労
働
局
の
中
井
健
康
安
全

課
長
か
ら「
労
働
災
害
の
防
止
」を
テ
ー
マ
に
、平
成
25
〜
26
年
の

県
内
の
労
災
事
故
の
件
数
と
県
内
の
昨
年
の
労
災
死
亡
事
例
に

つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
あ
り
、続
い
て
、第
3
次
産
業
に
お
け
る

労
働
災
害
防
止
策
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
引
き
続
き「
企
業
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
応
」と
題
し
、

山
梨
産
業
保
険
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
促

進
員
で
あ
る
長
田
暢
子
さ
ん
よ
り「
わ
が
国
の
自
殺
者
は
、平
成

24
年
ま
で
は
3
万
人
を
超
え
て
い
た
が
、『
自
殺
対
策
基
本
法
』の

施
行
に
と
も
な
い
企
業
の
心
の
健
康
づ
く
り
の『
事
業
所
内
産
業

保
険
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ケ
ア
』『
セ
ル
フ
ケ
ア
』等
の
取
組
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。最
近
で
は
3
万
人
を
切
る
ま
で
改
善
さ
れ
て
お

り
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
、企
業
内
の
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気

作
り
が
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
。」と
い
う
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

基
礎
知
識
や
企
業
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
日
ご
ろ
か
ら
業
務
作
業
上
の
安
全
に
つ
い
て

は
意
識
し
て
き
た

が
、あ
ら
た
め
て

日
々
の
安
全
管
理

の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
、よ
り
安

全
意
識
が
高
め

ら
れ
た
。
ま
た
、

身
体
、精
神
両
面

の
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
で
職
場

環
境
の
改
善
が

図
ら
れ
、会
社
の

生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
理
解

で
き
、非
常
に
有

意
義
だ
っ
た
。」と

い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
た
。

講師の長田暢子さん
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テ
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テ
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大月商店街協同組合　

熱心に聴き入る組合員
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〜
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〜
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〜

「
労
働
安
全
衛
生
大
会
」
開
催

「
労
働
安
全
衛
生
大
会
」
開
催

「
労
働
安
全
衛
生
大
会
」
開
催

「
労
働
安
全
衛
生
大
会
」
開
催

山梨県中古自動車販売商工組合　

街かどステーション

mカード

　
山
梨
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合
青
年
部（
長
田
和
士
部

会
長
）は
、去
る
1
月
16
日
、組
合
事
務
所
に
お
い
て「
中
古
自
動

車
車
両
の
見
極
め
方
法
」を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
最
近
の
中
古
自
動
車
業
界
で
は
消
費
者
の
自
動
車
保
有
年
数

の
長
期
化
に
よ
り
、古
い
年
式
で
走
行
距
離
の
多
い
車
両
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。中
古
車
の
車
両
状
態
を
正
確
に
見
極
め
る
こ
と
は
、

販
売
時
の
お
客
様
に
対
す
る
説
明
責
任
と
仕
入
時
の
査
定
ミ
ス

を
防
ぐ
意
味
で
大
変
重
要
と
な
って
い
る
。

　
車
両
検
査
の
際
の
確
認
事
項
は
、外
装
や
内
装
、エ
ン
ジ
ン
系

の
状
態
は
も
と
よ
り
、雹（
ひ
ょ
う
）や
水
没
等
の
被
害
状
況
、車

外
品
パ
ー
ツ
に
よ
る
改
造
の
有
無
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。そ
の
中

で
も
、車
の
修
復
履
歴
の
確
認
、部
品
の
交
換
履
歴
の
見
極
め
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
って
い
る
。近
年
は
、鈑
金
技
術
や
修
理
技

術
の
向
上
に
よ
り
修
復
箇
所
の
見
極
め
が
非
常
に
難
し
く
な
って

お
り
、特
に
、車
体
の
骨
格
に
あ
た
る
部
位
を
修
復
し
た
場
合
に

は
走
行
時
に
悪
影
響
が
で
る
こ
と
が
あ
り
、修
復
歴
の
見
極
め
は

大
変
重
要
と
な
って
い
る
。ま
た
、新
品
部
品・リ
ビ
ル
ド
部
品・中

古
部
品
な
ど
の
交
換
部
品
は
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、部
品
ご
と

の
特
徴
を
正
し
く
理
解
し
、車
両
の
状
態
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
中
古
車
販
売
店
は「
修
復
歴
な
し
」と
し
て
販
売
し
た
車
輌
に

後
日
修
復
歴
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、顧
客
と
の
信
用
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
問
題
に
関
わ
って
く
る
た
め
、修
復
歴
を
正

し
く
見
極
め
る
こ
と
は
、企
業
防
衛
に
も
繋
が
る
重
要
な
経
営
課

題
に
も
な
って
お
り
、組
合
で
は
、よ
り
お
客
様
が
信
頼
で
き
る
中

古
自
動
車
販
売
店
を

目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、組
合
で
は
、車

の
状
態
や
購
入
の
際
に

か
か
る
税
金
・
諸
費
用

な
ど
、車
の
購
入
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
お
客
様

の
不
安
や
疑
問
に
対
し

て
も
明
確
に
答
え
る
こ

と
が
で
き
る「
中
古
自

動
車
販
売
士
」の
資
格

取
得
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。中
古
自
動
車

を
お
求
め
の
際
は
、本

組
合
加
盟
の
組
合
員

店
52
社
に
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

　
平
成
8
年
よ
り
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
販
売

促
進
に
取
り
組
ん
で
き

た
大
月
商
店
協
同
組
合

（
天
野
太
文
理
事
長
）で

は
1
月
15
日
に
新
ポ
イ

ン
ト
シ
ス
テ
ム「
m
カ
ー

ド
」の
利
用
を
始
め
た
。

　
組
合
で
は
17
年
前
に

導
入
し
た
m
カ
ー
ド
が

製
造
中
止
に
な
る
こ
と
に

伴
い
、新
た
な
シ
ス
テ
ムへの
移
行
に
向
け
て
組
合
事
業
の
最
重
点

課
題
と
し
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　
リ
ニュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
25
年
に
大
月
市
か
ら「
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業
」の
助
成
を
受
け
、中
央
会
、商
工
会
な
ど

関
係
機
関
の
協
力
も
得
な
が
ら「
大
月
商
店
街
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
新
し
い
カ
ー
ド
は
、全
国
各
地
の
商
店
街
等
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
実
績
の
あ
る
㈱
L
S
I（
岩
手
県
）の
シ
ス
テ

ム
を
採
用
。旧
来
の
磁
気
タ
イ
プ
の
カ
ー
ド
と
違
い
、新
カ
ー
ド
は

各
店
舗
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ
け
で
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
で
き
る
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の
同
じ
カ
ー
ド
型
の
ほ
か
に

縦
3㎝
、横
2・3㎝
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
型
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を「
m

カ
ー
ド
ス
ト
ラ
ッ
プ
」と
し
て
全
国
で
初
め
て
導
入
し
、消
費
者
の

使
い
や
す
さ
に
も
配
慮
し
た
。

 

そ
の
他
、一定
期
間
カ
ー
ド
の
利
用
が
な
い
場
合
に
カ
ー
ド
所
有

者
の
家
族
な
ど
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
が
届
く「
ご
高
齢
会
員

様
の
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
」、商
店
街
に
設
置
し
た
街
か
ど
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
m
カ
ー
ド
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
か
ざ
す
こ
と
で
時
間
と
居

場
所
が
確
認
で
き
る「
お
子
様
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」、保
有
ポ
イ
ン

ト
を
寄
付
金
や
支
援
金
と
し
て
使
え

る「
公
共
団
体
及
び
災
害
支
援
サ
ー

ビ
ス
」な
ど
の
機
能
も
備
え
て
い
る
。

　
新
た
な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
は
、様
々
な
機
能
を
加
え
消
費
者

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

利
用
者
の
増
加
と
利
用
率
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。

　
な
お
、ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド「
m

カ
ー
ド
」が
利
用
で
き
る
加
盟
店

は
36
店
舗
で
、1
月
15
日
よ
り
利

用
を
開
始
し
て
い
る
。
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新入社員セミナー

人事担当者セミナー

小口一策中小企業診断士

　企業の経営資源として「ヒト・モノ・カネ」があげられるが、その中で優秀な人材を育て定
着させることが企業の成長にとって重要な課題となっている。せっかく採用した社員が退職
すると、企業にとってはそれまでに費やした時間やコスト等の大きな損失となり、企業の社
会的信用の低下にもつながる恐れがある。
　そこで、中央会では、「若年者職場定着支援事業」（山梨県委託）と「地域中小企業人材
確保･定着支援事業」（全国中央会委託）などを組み合わせ、中小企業における若手の人
材の定着を図るための事業に平成25年度より多角的に取り組んで来た。
　若年者職場定着支援事業では、新入社員セミナー・人事担当者セミナーといった形で、
多面的な取り組みを行っている。
　新入社員セミナーでは、働く以前に社会人として出発する際のプレッシャーを少なくでき
るようにと社会人として必要な基本的なスキルを身に付けることを目的に実施している。
　また、若者の定着のためには若者自身の職業意識の高揚だけでなく企業側の体制整備
も重要であることから、人事担当者又は指導担当者を対象としたセミナーを開催し、新規就
職者の職場定着と育成力の能力向上を目的に実施した。それ以外にも、新規就職者の指
導担当者の能力向上を図った。

　新入社員セミナーは、3回で延べ85名、人事担当者セミナーは、3回で延べ95名が参加
した。（平成26年度実績）
　地域中小企業人材確保･定着支援事業では、若手従業員（入社2～3年程度の社員）・経
営者（管理者）を対象とした取り組みを行っている。
　若手従業員セミナーでは、入社してくる新入社員の指導に必要な先輩としての知識や、
企業に長期的に勤務するために必要な技術を習得してもらった。
　経営者（管理者）向け若手従業員育成セミナーでは、若手従業員の早期離職を防止し、
長期的な企業定着を促進するために必要な知識及び技術を習得させることを図った。
　若手従業員セミナーは、3回で延べ103名、経営者（管理者）セミナーは、3回で延べ47
名が参加した。（平成26年度実績）
　新たに中小企業に就職した若者だけでなく、企業の経営者・人事管理者・先輩社員など
それぞれを対象としたセミナーを開催することにより、働く者と企業側の両面から職場定着
のための取り組みを行った。
　中央会では、今後も、中小企業における若年者定着の取り組みを継続することで、中小
企業の活力アップや業績の向上にも寄与して行く計画を立てている。

　山
梨
県
中
小
企
業
団
体

青
年
中
央
会（
鈴
木
浩
文
会

長
）は
2
月
4
日
、中
央
会
研

修
室
で「
事
業
承
継
」を
テ
ー

マ
に
研
修
会
を
開
催
し
、組

合
青
年
部
の
会
員
な
ど
約
30

名
が
参
加
し
た
。

　中
小
・
小
規
模
企
業
の
中

に
は
、順
調
な
経
営
を
行
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
後
継

者
が
見
つ
か
ら
ず
に
廃
業
せ

ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
、後
継
者
に
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
渡
せ
る
か
ど
う
か
が
企
業
の

存
続
に
つ
い
て
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、円
滑
な
事
業
承

継
に
向
け
て
の
考
え
方
や
対
策
に
つ
い
て
、事
業
引
継
相
談
窓
口
の
相

談
員
で
も
あ
る
小
口
一
策
中
小
企
業
診
断
士
か
ら
、事
例
を
交
え
た

事
業
承
継
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　鈴
木
会
長
か
ら
は
、父
親
が
交
通
事
故
で
急
逝
し
事
業
承
継
に
苦

労
し
た
自
身
の
経
験
に
触
れ
、若
い
参
加
者
に
対
し「
今
回
の
研
修
で

得
た
知
識
を
活
か
し
将
来
の
事
業
継
続
を
意
識
し
た
経
営
に
今
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。」と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　研
修
で
は「
計
画
的
な
事
業
承
継
と
は
!?
〜
事
例
に
学
ぶ
事
業
承

継
の
勘
所
〜
」を
テ
ー
マ
に
、①
誰
が
継
ぐ
べ
き
か
、②
事
業
承
継
の
現

状
、③
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
の
対
応
策
、④
後
継
候
補
者
は

い
る
が
事
業
承
継
が
進
ま
な
い
場
合
の
対
応
策
、⑤
ど
の
よ
う
に
引
き

継
ぐ
か
の
各
題
目
に
対
し
て
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
説
明
が
さ
れ

た
。ま
た
、研
修
の
最
後
に
小
口
氏
は
、事
業
を
引
き
継
い
だ
者
の
使
命

と
し
て「
引
き
継
い
だ
時
よ
り
も
、少
し
で
も
会
社
を
良
い
状
態
に
し

て
後
継
者
に
引
き
渡
す
こ
と
が
大
き
な
責

務
で
あ
る
。」と
締
め
く
く
っ
た
。

　質
問
で
は
、製
造
業
の
経
営
者
か
ら

「
高
校
生
の
息
子
が
い
る
が
、今
後
の
進

路
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
選
択
が
考
え
ら

れ
る
か
」、建
設
関
連
の
経
営
者
か
ら
は

「
会
社
を
親
族
以
外
に
引
き
継
ぐ
場
合
に

気
を
付
け
る
こ
と
は
」な
ど
の
質
問
が
あ

り
、小
口
氏
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。ま

た
、参
加
者
か
ら
は「
自
社
の
状
況
に
近

い
事
例
も
あ
り
、い
ず
れ
来
る
事
業
承
継

に
向
け
て
大
変
参
考
に
な
っ
た
。」と
の
感

想
が
あ
っ
た
。

　後
継
者
の
育
成
に
は
5
年
〜
10
年
は
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。企
業
が
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、事
業
を
引
き
継
ぐ
側
、

引
き
継
が
せ
る
側
の
双
方
が
、早
い
段
階

か
ら
十
分
な
準
備
と
心
構
え
を
も
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●山梨県中小企業団体青年中央会

G o i n g  C o n c e r n ! !G o i n g  C o n c e r n ! !

企業の経営継続のための取り組みを企業の経営継続のための取り組みを

中央会の中小企業の人材定着のための取り組み
若年者職場定着支援事業と地域中小企業人材確保･定着支援事業
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▶学生　会社概要と事業内容を教えてください。
▶経営者
　弊社は1992年4月に設立しました。事業内容は、コンピュー
ターシステムの受託開発が中心で、主に流通業や製造業の業務
システムの開発を行っています。
　システムの受託開発には、企業の情報システムの企画・設計・
構築・運用などを一貫して請け負うシステムインテグレーショ
ンなどの上流工程を行うプライムベンダーと呼ばれる元請け
企業と、設計書にもとづくプログラム作成が主体となる下請け
企業の仕事があります。弊社は、プライムベンダーとして受託
開発の業務を行っています。主力業務は、システムインテグ
レーション（SI）業務、ネットワーク構築業務、インターネット関
連、ソフトウェアの開発販売、データ分析、品質管理などで、特
にSI部門の受託開発が中心となっています。

▶学生　御社の求める人物像についてお聞かせください。
▶経営者
　シンプルにコンピューターが好きかどうかです。この業界で
は、“やる気”以前に基本的にコンピューターが好きでないと仕
事を続けていけないと思います。好きであれば、就職時に知識
が少なくてもその後の経験により吸収力や成長が圧倒的に
違ってきます。

▶学生　経営上の課題や、やり甲斐についてお聞かせください。

▶経営者
　難しいのは人の統制です。会社として社員全員がバラバラだ
と力が集中できませんので、同じ方向に向かないといけませ
ん。この連帯感と全体のベクトル合わせが一番難しい問題だと
思っています。これは業種を問わずどの企業も同じであり、経
営者が一番悩んでいる問題だと思います。
　また、企業も人と同じように歳をとっていきます。平均年齢
を下げていかないと老化していきますから、常に人を採用して
いかなくてはなりません。しかし一方で、新たに採用した人を
組織として活用できないと規模が大きくなれません。その
ギャップが会社経営の難しいところだと感じています。

▶学生　IT業界の現状と動向についてお聞かせください。
▶経営者
　今後、マーケットは大きくなると予想されますが、数社の大
手のベンダーに仕事が集中するようになると思います。下請け
となっている小規模の企業は、現状のままの仕事を続けていた
ら間違いなく淘汰されるでしょう。この業界で今後考えなくて

はいけないのは、共通で使えるクラウド環境の中で自社の強み
が何か、提供できるサービスは何かを明確にして、それをどう
売り込んでいくのかということをビジネスの交渉の中で考えて
いくことが必要です。
　今後もITのマーケットは益々拡大し、縮小することは絶対な
いと思っています。あらゆる分野で新たなサービスを作り出し
ていくことが重要だと考えています。

▶学生　御社の将来展望について教えてください。
▶経営者
　今後3年間で、あらゆる分野でITでのサービス提供の“フィー
ジビリティ”（実現可能性）を提案できる企業グループにしたい
と考えています。これからは海外との連携が避けて通れない時
代ですので、5年後には海外進出を考えています。そのために、
研究会を開いたり海外との交流を図るなどして海外とのビジ
ネスに繋げていきた
いと思っています。

　このコーナーは、学生が県内企業の経営者を訪問し、企業の経営実態や求め
ている人材等について直接聞き取ることにより、学生と企業の相互理解を促進
し、雇用のミスマッチ等を解消することを目的としております。

学生企業レポート学生企業レポート 第 42 回

学生企業レポート学生企業レポート 第 43 回

経営者に 聞きました!

“連帯感とベクトル合わせ”
　　　　で将来を見据える
“連帯感とベクトル合わせ”
　　　　で将来を見据える

経営者 学 生

株式会社 シンク情報システム
代表取締役

高山 尚文 氏

山梨情報専門学校
情報システム科

1年　山内 秀樹 さん

▶学生　会社概要について教えてください。
▶経営者
　当社はエンゲージリング、マリッジリングなどのブライダルジュエ
リーを専門に取り扱う貴金属の製造・卸小売業です。平成７年に設
立、平成12年甲府に第１号店を開業し、今年で会社設立20周年とな
ります。当初は、小売から始めましたが、自分が結婚する時に買いた
いと思える指輪が見つからなかったことから自分が納得できる商品
を作ろうという思いがきっかけで、オリジナルブランドを立ち上げ商
品製造から販売までの一貫した体制を作りました。現在は甲府の直
営店のほか、全国57店、台湾2店の小売店へ商品を卸しています。

▶学生　会社の社是についてお聞かせください。
▶経営者
　「心創心売」（しんそうしんばい）です。お客様の幸せを願い、心で創
り、心で売る。売りつける技術を磨くのではなく、買っていただける
魅力作りに日々努力しています。そのためには妥協は一切しません。
　当社では使ってはいけない言葉がいくつかあり、その一つが「と
りあえず」です。「とりあえず」の気持ちでやるのであれば、やらな
くていい。やるならとことん真面目に全力で取り組み全てを出し
尽くして、それでも失敗した時はもう笑うしかない。失敗して泣く
というのは、心の何処かでやり残したことがあるからで終わった
時に清々しく皆で笑えるぐらいに全力を尽くす。良いものを創り
売る上で妥協してはいけないと考えます。

▶学生　求める人材についてお聞かせください。
▶経営者
　「当たり前の事を一生懸命できる人」です。履歴書や面接ではそ

の人の本当の姿はわかりませんし、技術的なものは会社に入って
から身に付けるものです。明るくハキハキと挨拶が出来る、礼儀正
しいという当たり前のことを、会社に入ってからも継続できる人は
何処でも通用すると思います。
　また、当社で一番必要としていることは「考える力」と「伝える
力」です。社内でもアイデアを出し合い討論します。考えていても
それを人に伝えられないと意味がありません。「そんなつもりでは
なかった」ということがありますが、それは受け取る側が悪いので
はなく、発信の仕方が悪いからです。今のうちからこの２つを鍛え
ておくと社会に出てから非常に役立つと思います。

▶学生　会社の目指すところについてお聞かせください。
▶経営者
　将来的には世界に認められる「結婚指輪＝コラニー」といわれる
100年、200年と続く会社になりたいと思っています。信用の積み
重ねがブランドに繋がります。お客様の初めての宝物としていつ
までも輝き続けるジュエリーであるために、デザイン、品質、耐久
性、そして着け心地など全てにこだわっています。何年経っても壊
れない品質を保証するために、50年間商品のサイズ直しと新品仕
上げを無料で行っていますが、結婚から一生涯、指のサイズが変
わっても汚れてしまっても、結婚指輪を着け続けていて欲しいと

いう願いを形にしました。
　親から子供たちに、子らに、代々受け継がれていくジュエリー
メーカーになりたいと考え「コラニー」という名前にしました。地場
産業を盛り上げて、宝石美術専門学校の学生からコラニーの商品
を作りたいと言ってもらえるブランドになりたいですね。

▶学生　現在の業界の景気についてお聞かせください。
▶経営者
　宝石業界は非常に厳しい状況にありますが、それは景気のせい
ではありません。欲しい物であれば無理してでも買います。高いか
ら売れないと思い価格を下げると、必然的に品質も下がり信用が
なくなり悪循環となります。どんなに景気が悪くても、良い商品で
あれば買う人はいます。
　今私たちが取り組んでいることは、とてもシンプルです。「良い
ものとは何だ」を突き詰め、その価値観をお客様と共有したいと
考えています。当社の扱っている商品は決して安くはありません。
価格を落とさなくても良い商品を作ればお客様が理解してくれ
ます。

心創心売心創心売
経営者 学 生

コラニー 株式会社
代表取締役

若月 栄治 氏

甲府商科専門学校
会計情報科

1年　山本 明日香 さん

▶第42回目となる今回は、山梨情報専門学校 情報システム科 1年 山内秀樹さんが、株式会社 シンク情報システム 代表取締役 高山尚文氏を取材しました。

▶第43回目となる今回は、甲府商科専門学校 会計情報科 1年 山本明日香さんが、コラニー 株式会社 代表取締役 若月栄治氏を取材しました。

取材を終えて…

　学生の私にも分かりやすくお話をしていただき、大変和やかな雰囲気で取材をす
ることが出来ました。また、女性がジュエリーを身につけることでより魅力的になる
ことなど、貴金属製造販売元ならではのアドバイスも大変参考になりました。

取材を終えて…
　高山社長からは、業務系システム構築で起業を目的に、流通システムを学ぶため
に小売業者で数年“流通業”を学び、その後、今の会社を設立したと伺いました。ま
た、自分の将来設計の中で、目標や目的さえあれば転職することも決して悪いことで
はないともお話しいただきました。私も、今後自分がやりたいことをもう一度良く考
え、これからの就職活動に向けて、学生生活を有意義に過ごしたいと思いました。
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〒400-0035　甲府市飯田3丁目3-28　Tel.055-228-8383
公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会

　下図のとおり、派遣就業期間中は派遣労働会
員となります。派遣就業の期間中は、会員とシ
ルバー人材センター連合の間に雇用関係が生
じ、シルバー人材センター連合（雇用主）から賃
金の支払いなどがあります。また、派遣先から日
常的な業務の指示や就業時間等の管理を受け
ます。これを指揮命令関係と呼びます。

シルバー派遣事業シルバー派遣事業 シルバー派遣事業について

　シルバー人材センター連合では、受託事業に
加え「臨時的かつ短期的またはその他の軽易な
業務」の基本原則を守りながら、シルバー派遣
事業を展開することで、会員皆様の豊富な経験
や知識を活かしていただける就業機会を増や

しました。就業を通じ、
社会への参画意識や生
きがいを感じていただ
ける機会の増大を目指
します。
　詳しくは、連合会まで
お問い合わせ下さい。

派
　遣
　先

連
合
・セ
ン
タ
ー（
派
遣
元
）

派
遣
労
働
会
員

労働者
派遣契約

派遣料金
支払い

雇用契約

賃金支払

指揮命令関係

　後継者問題は中小・小規模企業にとって大きな悩みの一つです。中小企業白
書によれば、後継者が親の事業を継がない二大理由は、「事業に将来性・魅力が
ない」、「後継者自身に経営の資質・自信がない」です。そうした後継者の悩みを
解決するため、中小企業大学校では後継者育成に特化した「経営後継者研修」
を行っています。本研修は、国が行う唯一の後継者育成プログラムで、35年の
歴史を誇り、卒業生は、1,100名。最近では、親子2代での受講も増えています。

　「会社のことは何も知らない」「自分に経営ができるのだろうか?」そんな悩み
を抱える後継者に、本コースが長年にわたって選ばれ続ける3つの理由をご紹
介いたします。

  1.体系的で充実したカリキュラム
　「わかる」「できる」「やってみる」の3ステップで、学んだ内容は必ず自社に当
てはめて考えます。自社の沿革や経営理念、財務などの8分野に渡る自社分
析により「自社を詳しく理解する」ことで、従業員への感謝の気持ち、そして自
社への愛着が生まれます。その結果、「会社を継ぐのは自分だ」と決意すること
ができます。また、中小機構だからできる中小企業の現場を訪問しての実習
など、中小企業に特化した、経営の現場ですぐに使える実践的な知恵が習得
できます。このように、基礎から確実に学べますので、経営知識が全くない方
でも、10ヶ月後には立派な経営後継者へと成長できます。

  2.生涯にわたるネットワークの構築
　社内ではたったひとりの孤独な後継者ですが、本研修を受講することで業
種・業界を超え、同じ後継者という立場の生涯の仲間ができます。同期という
ヨコのつながりのみならず、約1,100名のOBとつながることができ、新たな
ビジネスチャンスも生まれます。

  3.10ヶ月だから「人が育つ!」
　研修としては長く思える10ヶ月ですが、自社分析や実地研修など、多彩な
方法で「経営」について、「徹底的に」「集中して」「繰り返し」長期間にわたって
じっくりと取り組むことで、経営に必要な能力が定着します。その結果、「会社
を継ぐのは自分だ」という「強いマインド」と「確固たる自信」を手に入れること
ができます。
　国の機関である中小機構が実施していますので、研修後も経営についてお

気軽にご相談いただけて安心です。無料の「事業承継セミナー・相談会」のほ
か、研修や施設を随時見学いただけますので、ぜひ、一度お越しください!

■第36期経営後継者研修（現在募集中）
対 象 者：中小企業の経営後継者候補 または 経営幹部候補
研修期間：平成27年10月1日（木）～平成28年7月22日（金）
　　　　　※土日祝日・年末年始を除く毎日研修が実施されます　　
定　　員：20名
受 講 料：1,260,000円(教材費含む・税込)

■事業承継セミナー&相談会（無料）はこちらから
http://www.smrj.go.jp/inst/tokyo/list/keieikoukeisha/090307.html

■事業承継セミナー&相談会&見学会（無料）はこちらから
http://www.smrj.go.jp/inst/tokyo/list/keieikoukeisha/085300.html

　お問い合わせ先
中小企業大学校　東京校企業研修課
〒207-8515 東京都東大和市桜が丘2-137-5
電話：042-565-1207　FAX：042-590-2685
ＵＲＬ：http://www.smrj.go.jp/inst/tokyo/list/keieikoukeisha/index.html
E-mail：to-kenshu@smrj.go.jp

●歴代経営者の価値ある経営をさらに成長・永続させる!

中小企業大学校の「経営後継者研修」中小企業大学校の「経営後継者研修」

ゼミナール風景
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編集後記
　今年も雪が何度となく降り
ましたが、大雪にならず胸を
なで下ろしました。
　だんだんと春めいてきまし
た今日この頃。景気もだんだ
んとあたたかくなってくれる
ことをのぞみます。

●ご意見・ご要望は、中小企
業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail 
webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

日本公庫 国民生活事業からのご案内
日本政策金融公庫は、皆さまのための政策金融機関とし
て、お役に立てるよう努めてまいります。

★小規模企業の皆さまへ★

セーフティネット貸付
雇用の維持・拡大を図るなど一定の要件に該当する方は、利率が基準利率より
引下げとなります。

　このほか、皆さまのご要望にお応えする様々な融資制度・サー
ビスがございます。詳しくは甲府支店 国民生活事業までお問い
合わせください！！
　　〒400-0031　山梨県甲府市丸の内２丁目２６番２号
　　TEL.０５５-２２４-５３６６（お申込相談）

★教育資金を必要とされる皆さまへ★

国の教育ローン
ご 融 資 額 高校、短大、大学等に入学・在学するお子さまお1人につき３５０万円以内
ご返済期間　１５年以内（交通遺児家庭、母子家庭または世帯年収（所得）200万円（122 
 万円）以内の方は１８年以内）
お使いみち　今後1年間に必要となる費用（学校納付金、受験費用、入在学のための住居費 
 用など）

日本政策金融公庫
国民生活事業部

第20回第20回 入場
無料中小企業組合まつり開催!

日 時

テーマ

場 所

♦先着2015名への来場者プレゼント
♦ステージイベント
（甲州戦記サクライザー・ゆるキャラ、宮川空手等によるイベント開催）

★ご当地グルメフェアinアイメッセ山梨
（トマト焼きそば、にらまん、富士宮焼きそば　他）
★健康・癒し体験
（整体体験　他）
★働く自動車大集合!
（パトカー、消防車、クレーン車　他）
★展示、試乗体験
（シートベルトコンビンサー、ハイブリッド車　他）
★やまなしトライアル発注商品大集合
★ジュエリーの無料リフレッシュ・クリーニングコーナー
★Koo-fuコレクションの展示
★県内特産品販売コーナー
（やまなし美味しい甲斐・6次産業化開発商品の試食、販売）
★やまなし農産物フェア
（農産物直売、試食・販売　他)

●主催　山梨県中小企業団体中央会　甲府市飯田2-2-1　TEL/055-237-3215　URL/http：//chuokai-yamanashi.or.jp/

その他にも、楽しいイベントが盛りだくさん！是非、ご来場下さい！

アイメッセ山梨 甲府市大津町2192-8

体験・展示・販売

イベ ント

同時
開催

第14回　介護健康フェアinこうふ第14回　介護健康フェアinこうふ
主催：介護健康フェアinこうふ実行委員会/甲府市介護サービス事業連絡協議会

平成27年

3月22日（日） 9：00～

大機大用 だいきだいゆう

～大きなチャンスを捉えて大きく行動、飛躍する～

※内容が一部変更になる場合もあります。

この街と生きていく

しんきん
バンク

Face to Face

山梨信用金庫
（055-235-0311）

甲府信用金庫
（055-222-0231）

しんきんキャッシュカードなら、全国のしんきんATMで、
平日・土曜のご利用手数料が無料で、ご利用できます。

（一部対象外のATMがございます。）

甲 府 本 店 TEL 055-235-9700
 1 0120-970-260
富士吉田支店 TEL 0555-22-0992

無料相談実施中無料相談実施中
●当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーが
　金融・経営に関する相談を受け付けております。
◆相談日 第1・第3木曜日（原則）　　◆時間 16時～18時
◆場所 本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階

事前予約制　　下記までお気軽にご連絡ください。

「経営改善策定支援事業」を利用し、経営改善を行う方の

負担額の2分の1を補助します負担額の2分の1を補助します負担額の2分の1を補助します
●取扱例：経営改善費用150万の場合
　国：100万円　保証協会：25万円　事業者負担額：25万円

山梨を支える企業とともに

山梨県信用保証協会

※詳しくは下記までお問い合わせください。

　平成27年度の協会けんぽの健康保険料率及び介護保険料率は、
例年より1カ月遅れての本年4月分（5月納付分）からの適用とな
ります。皆さまのご理解をお願い申し上げます。 

  ●40歳未満の方および65歳以上の方
 現　行  平成27年4月分（5月納付分）～
 9.94% → 9.96%

  ●40歳以上65歳未満の方（介護保険第2号被保険者）
 現　行  平成27年4月分（5月納付分）～
 11.66% → 11.54%

※40歳～64歳までの方は健康保険料率9.96%に介護保険料率1.58%
が加わります。

 平成27年4月1日から平成28年3月31日までの雇用保険料率は、平成26年度と変わ
らず次のとおりです。

事業者の皆様へ
平成27年度の協会けんぽの
保険料率は4月分（5月納付分）から
改定されます

全国健康保険協会（協会けんぽ）

厚生労働省／都道府県労働局／公共職業安定所（ハローワーク）

平成27年度の雇用保険料率

 5/1000 8.5/1000 5/1000 3.5/1000 13.5/1000

 6/1000 9.5/1000 6/1000 3.5/1000 15.5/1000

 6/1000 10.5/1000 6/1000 4.5/1000 16.5/1000

（平成27年度　雇用保険料率表）

失業給付の
保険料率

一般の事業

農林水産

清酒製造の事業

建設の事業

負担者 ①
労働者負担
（失業給付の　

　　保険料率のみ）

②
事業主負担

①+②
雇用保険料率

事業の
種類

雇用保険二事業の
保険料率


